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石油ストーブは
対幾E運動消火議案霊童fすを

い@
火
の
始
末

者主総子市火災二子務条例により、昭和52
1FIO丹1Bから終盤達協重hl蒔火装置町it
いたものて4なければ、 f宮F詩できなくな
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用
料
及
、
宮
市
内
で
後
日
宿
表
示
さ
れ

て
い
る
抽
培
地
域
は
、
本
府
間
、
岳
山
内

縁
‘
寿
、
並
木
、
青
山
台
、
抑
制
北

会
な
ど
で
突
出
摺
き
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ほ
ど
、
栄
泉
地
区
で
伎
滋

晶君宇王手。〉紡火ボスタ 重重宝最安雪{冷学のき喜トヲ雲井喜蓑虫罪事言。〉作品

⑨
漁
場
内
紛
火
対
策

同
防
火
管
理
者
を
は
じ
め
と
す
る
従

業
貝
的
防
災
教
育
的
療
機

係
機
人
・
幼
児
-
忍
八
、
そ
的

Mm晶
河
川
袋
綴
一
に
閑
却
し
た
潟
大
宅
滋
線
、
絞

仲
間
小
践
的
設
計
呼
に
対
す
る
繁
栄
な
総
統
制
訓
練
響
的
筏
絡

議
場
所
内
総
隊

M
W
絞
殺
災
1
人
1
人
的
感
ふ
滅
的
切
な
家

ω綴
た
ば
こ
の
防
氏
k
・
総
抑
制
約
内
線
と
後
げ
は
に
機
密
情
し
た
機
臨
時
め
な
間
関

心
HA
殺

隊

総

災

体

制

則

的

綴

然

ω
問
幼
覚
、
恋
人
得
点
伊
泌
す
外
山
ω
時
的
後
林
野
汲
押
印
模
災
火
災
の
め
j
t

附
桝
り
近
所
へ
の
減
給
擬
大
災
は
、
食
淡
な
桝
叩
品
臓
を
一
瞬
時
、
ヲ

パ
間
際
下
、
階
段
等
滋
即
時
時
と
な
る
鴻
ち
に
淡
じ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
史
的
数

術
的
際
議
物
内
排
除
縫
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

日
開
万
一
町
火
災
に
備
え
て
ホ
パ
ケ
ヴ
~
淡
肋
間
半
期
開
)

円
設
置
と
消
火
器
内
使
用
方
法
的
熱

知

抽
閣
総
長
忽
あ
れ
、

3
3棄
の

袋

内

5
伶
じ
な
っ
て
い
ま
す
。
①
幼
胤
・
4
品
人
内
拙
明
記
防
止
符
銭
的
滋
止
対
策
の
黍
?
z
火
事
、
た
き
⑦
屋
外
の
防
火
対
策

が
蹴
帆
〈
約
制
剤
じ
な
り
‘
ふ
り
ょ
っ
と
し
た
そ
的
問
路
線
と
し
て
は
、
た
き
火
円
火
底
:
i自
力
議
臨
時
の
で
き
な
い
幼
児
火
、
機
筏
墜
内
の
襟
史
的
使
用
に
附
翠
乾
燥
時
及
び
強
風
時
丹
出
火

火
的
不
愉
燃
か
ら
火
火
は
な
る
お
そ
れ
の
不
総
占
需
給
ぶ
淡
創
刊
中
的
総
織
な
ど
や
、
…
絞
約
に
体
力
約
議
体
が
議
〈
‘
は
十
分
気
を
つ
け
る
。
防
止

が

あ

り

議

す

。

で

す

。

表

取

扱

い

に

は

L
E
設

を

つ

身

体

E副
議
総
務
的
焼
死
が
多
窒
一
僚
に
約
し
た
皇
窃
P

奏
曲
窪
例
法
澗
火
し
や
す
い
草
物
的
除
去

今
年
に
寄
っ
て
か
ら
、
す
で
に

6
伶
け
ま
し
ょ
う
m

い
た
め
、
焼
必
綴
ふ
ん
対
絞
め
ω
様
相
械
を
づ
く
り
・
3
2務
総
火
災
や
共
同
注
治
州
喫
煙
長
田
火
町
一
始
末
並
引
に
た
き

の

火

災

義

然

し

て

号

、

そ

の

妥

…

:

叩

争

忠

岡

松

岡

山

、

悶

!

…

は

え

と

〉

喜

子

、

還

に

燃

し

た

塁

在

一

対

す

る

安

室

長

止

と

監

と
し
て
は
‘
護
火
災
1
然

、

主

総

支

義

援

君

愛

?

火

災

杯

開

襲

撃

義

的

関

警

は

か

る

。

器

削

符

住腕表示が実施され

3月1日から新設所に

3
月
1
日
か
ら
栄
‘
京
地
区
同
市
制
抑
留
を
ご
持
参
下
さ
い
@

の
よ
う
に
除
隊
袋
一
市
が
実
的
怖
さ
れ
、
続
一

し
い
然
一
附

ι出
品
り
ま
す
。
…
出
獄
揖
埠
証
制
緩
や
出
入
口
が

こ
れ
に
ど
ち
な
竹
中
市
は
、
災
篠
山
地
…
変
っ
た
と
き

械
的
皆
さ
ん
に
議
内
総
と
新
し
い
役
一
昨
.

合
決
め
た
次
総
必
凶
矧
端
闘
を
絞
殺
い
な
し
れ
脱
出
納
袋
一
…
小
禦
総
間
期
後
内
で
新
し
い
家

裁

十

。

を

総

て

た

冷

へ

何

や

、

伶

終

的

出

入

口

が

、

柳
河
川
端
、
と
凶
川
休
日
務
総
ぬ
鈴
、
絞
殺
激
変
っ
た
時
は
総
務
滋
い
州
鳩
山
似
て
く
幻
ち

品
川
氏
州
、
齢
制
絡
先
へ
内
総
点
、
蹴
総
統
帆
怖
い
a

体
的
不
敵
機
州
容
認
校
総
務
w
ど
は
阿
窓
口
組
一
づ
い
亡
、
ん
だ
ふ
り
は
ブ
険
機

中
漁
獲
す
る
必
殺
が
ん
り
ま
す
の
で
雫
よ
援
す
」
を
品
川
ロ
《
徐
阻
府
議
サ
務
削
…
慨
を

か
り
に
N

畿
な
鉱
閉
環
後
紀
中
州
議
怒
し
あ
げ
ま
す
号

紙

を

員

1
5
2事
対

霊

護

整
問
で
無
料

Z
Qし
ま
す
め
で
出
議
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院病
図

柏
占
円

立

案
鼠i
i
t山
口
ぃ

柏
市
花
好
弁
に
あ
ゐ
附
察
機
都
判
所
他
病
院
を
、
東
謀
総
滅
的
中
欲
的
附
間
後
必
品
開
に
と
転
換
の
準
機
を
滋
め
て
き
た
療
生

省
辻
、
こ
の

4
汚
か
ら
問
問
隊
合
吋
附
闘
な
椴
惜
別
院
て
と
改
名
。
没
代
的
引
な
開
問
機
織
設
に
新
さ
せ
て
、
鈴
明
館
料
滋
拭
7
終
闘

で
間
開
炉
開
さ
せ
る
は
ニ
び
に
な
り
ま
し
た
α

際
問
附
、
看
護
緩
め
必
面
世
話
拭
も
党
政
し
、
間
関
墓
病
院
と
し
て
の
条
件
を
鍛
え
、
あ

と
は
ス
タ
ー
ト
を
待
つ
ば
か
り
と
令
り
ま
し
た
。

総
点
裕
嘩
明
院
へ
の
盤
備
拡
充
好
一
幽
は
‘
%
以
竹
に
、
殺
た
に
限
科
、
耳
鼻
酬
明
暗
院
科
二
総
べ
制
即
時
間
4
1
0
0平
方
メ
ー
ト
ル
で

約一

5
1
2管理
室

町

議

繁

華

語

長

会

7

2

5

4

書

。

中

町

医

療

雲

間
一
線
級
比
緩
や
し
て
ケ
ヘ

3
ヵ
年
計
歯
肉
級
機
利
関
寸
附
附
孫
さ
せ
よ
う
と
し
て
は
、
余
間
関
怖
し
も
刊
数
お
し
か
な
い
と
い

ー
一
で
滋
や
り
札
て
努
ま
し
た
a

そ

の

後

、

い

ま

す

。

わ

れ

る

コ

ン

日

3
1タ
!
と
逮
致
し
た

則
一
昨
年
か
ら
は
入
室
・

7
ピ

ス

棟

?

ム

iiな
ど

か

ら

撃

さ

豊

島

義

雪

2・
X
線

毎
一
再
建
誌
に
取
り
か
か
り
、
こ
れ
ら
も
3

れ
た
外
来
慾
教
の
総
務
刀
は
1
自
潟
り
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
者
ど
絵
総
務
の
も
め
が

一
月
い
っ
ぱ
い
に
は
発
内
い
よ
い
よ
紛

3
0
0入
。
緩
隊
怠
聖
一
線
て
ら
れ
た
収
め
ら
れ
猿
誌
の
絞
殺
機
関
的
中
継
に

一
双
察
情
胞
と
し
て
、

4
月
か
ら
ニ
れ
求
ぞ
外
来
捕
時
で
受
け
付
け
‘
鈴
線
検
燦
絡
が
ふ
さ
わ
し
い
設
僚
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
診
療
を
絞
け
て
き
た
内
科
、
外
持
小
行
わ
れ
ま
す
。
こ
内
外
来
機
は

2
凶
問
機
、
入
総
怒
者
を
収
容
す
る
入
隊
約
機
叫
同

4
愉州議
1
3
3
0
0平
方
〆
veee
ト
ル
a

人
険
制
湾
総
は

2
0
0
ベ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
自

1
隊
が
小
児
科
糸
、

2
蹴
摘
が
い
よ
い
よ
当
一
段
も
本
年
4
汚
か
ら
緩
い
た
い
佐
官
w
tま
ナ
。

外
科
糸
、

3
織
が
内
科
系
‘

4
時
間
が
時
代
的
約
除
に
伎
一
ま
れ
繁
る
こ
と
に
な
り
図
立
機
際
的
資
廿
却
は
占
綾
医
療
機
開
問

腕
時
岬
糸
ど
い

3
絞
殺
。
ま
た
病
院
円
裳
ま
す
む
そ
ご
む
間
開
磁
を
淡
に
間
関
立
一
掃
院
に
お
い
て
災
機
約
機
な
治
綴
お
よ
び
諸

方
を
務
め
る
サ
!
日
ス
ゆ
慨
は

1
階
進
、
の
あ
り
方
に
つ
い
て
勝
験
的
ご
澄
解
を
倹
査
を
引
き
受
け
る
こ
と
だ
と
慾
い
ま

絞

1
0
0
0平
方
メ
ー
ト
ル
別
総
段
、
ク
い
た
だ
く
た
め
私
的
考
え
を
波
ぺ
て
み
す
。
ま
た
、
古
市
田
践
的
持
品
閉
じ
と
っ
て
、

糊

i一
ン

グ

司

重

な

ど

が

紋

け

ら

れ

だ

い

と

窓

い

ま

す

。

綾

喜

重

喜

警

は

、

必

狭

通

麟

ま

す

包

い

わ

2
同

国

立

韓

民

ャ

襲

撃

を

充

分

に

行

い

‘

長

義

鋭

的

出

棺

二

q
医
師
、
看
護
婦
の
残
伐
も
側
側
療
機
間
関
と
異
な
る
使
命
が
品
り
ま
す
e

も
と
に
際
療
を
行
い
‘
場
合
に
よ
っ
て

後
際
時
点
的
必
要
数
を
充
足
さ
せ
る
じ
い
お
…
総
は
、
東
路
地
包
唯
一
の
お
立
病
問
時
は
数
命
的
と
な
る
疾
出
品
を
早
印
刷
に
発
見

ふ
た
り
ま
し
た
n

と
し
て

-
F
べ
て
の
泳
察
機
滅
的
中
心
し
、
そ
の
県
命
を
教
ヲ
様
涜
だ
と
出
品
い

付

準

装

ま

的

対

読

者

手

蓄

が

お

り

ま

す

E

識

字

。

-a
り

;
i

際
開
設
の
滋
紛
に
お
い
て
件
、
諸
般
の
器
内
総
燃
は
滋
臨
時
な
も
円
で
あ
り
、

h

F

7

5
卓
也
F

結
吹
川
守
耳

42』

K

1

a…語偶者
1
E
l
事
滑
に
よ
り
主
燃
料
貯
じ
ま
な
医
師
例
を
霊
付
窓
口
つ
い
て
い
え
ば
、
本

山
聖
義
務
総
詳
附
聞
に
よ
る
と
、
群
を
そ
ろ
え
る
こ
品
子
高
各
ヒ
態
霊
童
絞
め
は
か
じ

2

毒
草

花
診
療
科
目
に
お
い
て
、
ス
タ
i
ト
時
は
ち
ま
十
九
そ
の
た
め
威
点
申
泌
を
と
る
万
一
出
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
的
中
に
誌

叙

7
衿
醤
で
す
が
、
今
後
は
、
さ
ん
じ
そ
件
等
、
現
在
、
内
科
、
外
的
小
児
汽
腎
疾
怠
、
農
業
商
品
、
内
分
球
状
慾
等

齢
的
科
目
を
増
加
さ
せ
、
空
襲
お
は
議
署
、
眼
科
、
基
震
対
絞
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
ヨ

料

げ

藤

吉

主

ぇ

、

妻

家

警

護

哲

￥

え

て

お

り

ま

す

e

も

ち

ろ

ニ

苦

肉

疾

患

童

書

多

く

、

丹
紛
え
る
悶
立
病
問
怖
に
整
措
摘
し
て
一
行
〈
方
ん
噌
他
的
診
線
科
区
に
つ
い
て
も
者
機
し
か
も
践
校
側
に
反
志
し
縫
い
傾
向
に

A

M

別
で
す
e

し
て
お
り
、
ま
た
殺
急
災
療
に
問
問
し
で
あ
り
設
す
。
…
絞
緩
療
機
僚
に
お
い
て

ま
た
、
入
隊
綴
僚
は

2
0
0
ベ
ソ
ト
は
、
で
怒
る
絞
り
後
織
の
ご
期
待
に
そ
こ
的
機
な
淡
い
が
あ
る
場
合
は
速
牛
か

笠笥

県
北
医
療
の
中
心
を
担
う

間
同
立
療
養
所
縮
刷
納
抽
出
後
幾

篠

原

幸

後
誌
の
向
回
数
阪
究
機
は
、
時
続
7
符
丹
叫
蹴
紅
る
諮
問
に
官
洞
察
緑
川
部
を
後
か
な
い

ふ
郡
明
¥
辛
国
に

1
万
2
4
9
5か
が
総
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
省
議
機
泌
を
出
闘

機
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
・
匂
的
泌
総
絞
殺
問
問
占
〔
九
午
後
に
澄
か
な
い
よ
う
に
、
徐

州
知
機
は
、
そ
的
多
〈
が
ポ
ル
ノ
幾
総
絡
綬
淡
殺
に
も
ね
ば
り
強
く
協
力
を
略

的
援
議
警
雲
し
て
お
り
‘
泌
が
か
け
、
地
域
干
る
み
で
委
譲

は
、
喰
紋
付
近
、
滋
骨
子
路
そ
の
他
青
山
Y

を
行
、
フ
ニ
と
が
必
愛
で
す
。

年
内
門
践
に
絞
れ
沖
、
ず
い
場
所
に
も
設
援
資
h
y埠
を
錯
約
廷
か
ら
守
り
、
寵

さ

れ

て

い

ま

ナ

。

全

な

成

後

告

側

明

?

と

め

に

は

、

ま

ず

志
向
で
も
、
時
々
、
有
機
雑
誌
の
人
環
竣
づ
く
ワ
が
大
紛
で
す
。

っ
た
自
動
絞
宙
開
機
を
胤
か
け
求
十
ae

州
市
そ
の
た
め
じ
も
、
市
険
み
ん
な
が

通
円
は
守
れ
ぶ
凶

終
的
も
と
に
思
想
的
合
間
関
，
ぷ
綴
統
合
勺

〈
り
、
貴
重
…
企
生
命
を
?
っ
て
行
診
た

い
と
努
と
ま
す
@
主
と
も
終
分
的
引
い

務
然
、
ど
申
込
一
協
を
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
務

〈ヲミ車台・柴崎土地区画整理事機〉

五応策合・燦輔:土地区磁綴機感然保織地の
競争入札処分を行います

柴総土地区画E愛媛保留地位置図
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を
将
来
計
衝
で
は

1
0
0
ベ
ッ
ド
加
止
凶
枝
裕
病
院
へ
は
に
綴
介
し
て
い
た
だ
き
一
殺
検
査
品
目
外

て
3
0
0〈
y
bに
。
さ
ら
に
は
、
不
明
v
絞
東
パ
ス
俗
語
科
孫
子
閥
抗
人
口
か
ら
凪
管
検
膨
ア
イ
ソ
ト
i
プ
に
よ
る
検
森

氏
ず
る
稔
幾
叫
揮
を
教
育
す
る
脅
議
嬬
灘
北
総
崎
将
か
州
密
一
戸
木
戸
行
で
間
関
戎
品
問
機
嫌
潟
般
的
検
察
絞
袋
t
y
h
A

甘
い
ま
す
。

神
偶
然
絞
め
慾
泌
を
ど
ιυ
今
後
円
一
計
間
関
で
綴
掛
制
下
車
。
治
部
品
絵
師
肌
か
ら
国
立
柏
病
ニ
め
よ
う
に
‘
後
幽
滑
に
対
し
正
確
な

は
子
波
書
れ
て
い
ま
す
。
情
的
行
で
間
関
ぷ
約
機
院
下
車
。
絵
鱗
治
療
念
行
う
た
め
に
は
、
医
師
仰
に

品
川
し
充
分
h
g
時
泌
を
事
え
る
ゆ
切
と
が
必

要
で
あ
う
ま
す
。
病
院
の
uh体
伎
は
あ

く
ま
P
入
院
患
者
で
あ
9
、
外
衆
議
努

ぞ
な
い
こ
と
を
皆
織
に
ど
務
総
し
て
い

た
だ
き
た
い
ど
存
と
ま
す
後
漁
料
開
で
は
喝

入
腕
的
織
を
必
要
と
す
る
患
者
お
よ
が

外
州
市
に
て
液
体
械
受
を
必
相
官
と
す
る
忠
者

を
…
総
船
路
線
機
関
か
ら
油
開
ず
紹
介
し
て

い
た
だ
〈
ガ
メ
を
と
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
え
す
w

そ
の
た
め
‘
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み
る
と
、
平
均
2
6
2
7
5内
で
、
業

態
別
に
は
銀
出
内
議
9
1
1
4河
内
、
小

売
業
2
5
7
4ぷ
問
、
飲
食
初
7
9
8

日

H
m
門
と
な
っ
て
い
ま
す
。
削
附
中
仙
仰
は
…

山
相
ふ
た
リ

5
7
4
7万
円

で

す

の

で

こ

絡

札
よ
り
も
か
主
り
下
司
っ
て
い
る
こ
と
幾
噛

に

な

リ

ま

て

緩

い

れ

貴

章

一

議

(

主

業

の

み

〉

開

削

ふ
ぞ
み
る
と
.
問
料
油
開
制
問
3
5
1
8
6
2田
で
、
前
川
川

続
税
制
叫
ん
串
綴
議
統
計
調
査
の
年
問
販
一
応
あ
れ
~
り
持
・

3
ぽ
に
な
リ
ま
す
白
国
か

売
組
問
壱
み
る
と
、
議
前
は

1
0
6
5窓
際
問
閣
の
-
務
あ
た
り
時
・

7
ぱ

と

比

べ

地

処

ザ
〈
出

μ
J
b
(
p

q鶴
見
紛

計
畿
二
一
向

統
:
芋
同
様



⑫ 

ハシピロガモ(;ガンカモ科}

h
A
V

学
‘
手
賀
明
間
で
み
ら
れ
る
憾
の
中

で
、
数

rは
、
常
に
1
、
2
伎
に
ラ
ン

ク
お
れ
る
権
側
酬
で
す
。

沼
約
金
域
に
わ
た
ッ
て
お
り
ま
す
。

は
、
各
地
崎
市
他
的
資
少
年
制
制
組
制
民
的
協
力
夜
害
時
相
絡
に
き
び
し
い
隠
を
む
け
、

川
喜
六
時
桔
誌
の
議
販
売
蝋
関
心
主
主
ツ
ク
し
て
い
〈
こ
と
が
必
畿
で

刊
雑
誌
を
液
か
な
い
よ
う
に
協
芝
ι
求
め
.
寸
。

柏
崎
味
な
が
ら
、
殺
炎
に
成
田
慨
を
合
的
げ
て
今
ニ
そ
、
市
災
み
ん
な
で
労
勢
同
闘

い
ま
す
4

書
を
寸
倒
見
せ
な
い
・
災
わ
せ
な
い
a

雑
誌
の
内
関
紙
絞
売
機
は
、
お
金
を
入
宛
ら
な
い
い
一
一
…
h
u
h
巡
融
制
を
淡
路
し
、

れ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
総
長
を
す
ぐ
に
人
よ
り
良
い
役
会
潔
織
づ
く
り
を
浪
め

苧
で
き
、
子
ど
も
で
も
附
酬
明
に
民
う
こ
で
い
き
と
い
の
も
で
す
。

と
が
で
き
ま
す
a

そ
こ
で
、
大
人
が
、
子
ど
も
の
庭
的

柴崎ごt

f皐幸喜i患公売

わ

れ

れ

い

時

刊

行

い

い

れ

ど

の

会

場

…

J
r

滋

北

台

東

小

学

校

り

ま

す

会

み

ん

な

そ

れ

主

息

喜

一

受

た

謹

酬

/

6
年

筏

川

潟

員

三

郎

に

入

り

き

主

に

土

料

、

げ

山

宮

‘

ん

め

い

れ

一

昨

パ

ト

同

日

刊

行

吋

い

ま

す

号

と

て

も

気

持

が

:

一

小

あ

り

ぷ

ぱ

説

N

事

新
し
い
学
校
で
す
。
重
喜
1

1

0

2

、

望

的

選

喜

望

事

一

2
コ

k

r

長
併
協
惨
と

名

義

主

義

で

す

。

こ

ょ

に

住

む

学

校

賓

と

う

と

て

も

警

な

金

三

第

タ

fp

開

制

令

む
人
は
、

7
年
的
問
か
ら
皆
本
各
線
か
ら
い
む
だ
き
ま
し
ペ
ぞ
れ
か
ら
‘
グ
ラ
一

d
j

な

F

M
川

蜘

狩

公

民

綬

2
R
5日、

胸
骨
ま
っ
て
事
た
人
た
ち
で
州
開
花
台
と
い
ン
ド
も
、
学
校
内

Aq--ぺi
d
d

ク

久

市

剛

1
時
‘
浅
い
戸
惑
誌
の
奥
さ
ん
遼
的
機

う
地
名
を
つ
け
ま
し
た
。
奈
が
で
き
中
も
議
き
れ
、

i
d
g
s
s仁
川

強

窃

…

一

料

開

し

そ

う

な

綴

が

ぜ

い

ぞ

ろ

い

し

ま

し

た
当
時
は
ま
だ
馨
だ
け
で
一
撃
で
一
耳
気
い
っ
ぱ
い
勉
旬
、

p
a
U川
ー

二

一

間

き
ど
る
令
に
も
な
〈
、
た
だ
グ
ラ
後
蓄
に
は
げ

P
O場
甥

盛

ュ

去

る

2
R
4
8
2、
ク
ラ
ス
差
で
つ
く
っ
た
大
ふ
こ
の
足
、
寸
お
た
の
し
み
会
」

ン
ド
だ
け
と
い
つ
あ
り
さ
ま
で
え
ん
で
い
ま
す

J
Gレ
蜘

酢

き

つ

い

て

コ

も

号

、

E
l
i
-
-ごと
で

き

り

霊

〈

自

い

て

E
Aほ
か
ふ
に

I
R
警

に

も

ま

そ

壮

士

軒

々

上

級

生

や

下

級

生

よ

だ

新

し

い

?

事

長

躍

薬

品

号

室

町

警

に

つ

つ

ま

れ

ま

し

と

。

;

が

緩

ま

っ

た

円

で

す

悶

が

、

わ

ず

か

な

り

ま

合

み

つ

け

て

、

築

け

て

い

ま

す

e

し

て

童

空

グ

ラ

ン

ド

蓄

に

警

護

三

義

i

1

3

鱗
2
孝

一

校

語

、

あ

号

、

総

統

が

吹

き

あ

れ

デ

仰

ぎ

で

み

会

し

と

守

的

持

、

号

、

搬

L
い

?

?

雪

2
総
会
期
刊
さ
ん
芝
、
月
に
会
内

約

し

ま

し

む

。

ま

た

、

葉

な

ど

も

じ

を

つ

く

る

よ

う

努

宮

内

タ

コ

あ

げ

大

会

州

間

違

が

、

4
E
7
2げ
た
ム
今
か
ら
拍
芸
、
建
議
長
う
務
士
れ
た
ニ
の
君
、
童
書
辻
、
「
お
た
昨
し
み
会
」
寺
誇
ち
に
し

よ
じ
よ
に
縫
え
、

h
yし
づ
っ
、
品
川
じ
づ
カ
し
て
い
き
た
い
a

が
一
打
わ
れ
ま
し
た
u

コ
も
、
怠
う
よ
‘
7
に
会
め
が
ら
ず
、
土
手
糊
ぬ
き
ん
達
肉
築
家
り
か
ら
滋
い
れ
い
失
念
街
角
が
集
ま
る
の
は
む
ず
か
L
〈
、
市
民
て
お
り
、
当
日
仰
は
、
当
帯
内
人
が
つ

腕

時

代

一

九

九

一

じ

は

し

料

一

十

時

一

日

目

見

持

け

勺

げ

は

ιリ
…

日

計

十

れ

い

い

日

行

口

J
M
U一
計

れ

い

一

十

日

に

刊

一

科

目

パ

ド

リ

わ

い

汗

漁

師

広

き

は

、

先

生

に

お

器

き

し

た

と

ニ

い

?

?

飲

述

に

、

失

敗

し

な

が

ら

も

、

ム

カ

ン

ダ

刀

、

ロ

ケ

ッ

ト

ダ

刀

、

ダ

ル

時

ヲ

k
絞
め
b
れ
ま
し
た
e

ち
ほ
ど
の
泌
さ
ん
漆
が
綴
サ
て
、
跡
地
や
難
し
い

1
自
で
す
ロ

ろ
に
よ
る
と
「
市
内
町
小
中
学
校
内
中
間
分
約
一
践
で
考
去
、
関
分
的
苧
で
つ
マ
ダ
コ
と
力
作
、
傑
作
ダ
コ
が
章
一
に
務
開
襲
京
の
ふ
〈
制
剤
投
と
し
て
、
単
掛
か
附
り
に
と
湘
唱
し
い

1
5
を
溺
し
て
い
る

で

も

京

学

校

ど

一

と

う

こ

と

で

す

剖

く

る

幾

ぴ

を

知

っ

て

も

ら

お

う

と

が

い

山

惜

し

い

一

号

ヲ

た

よ

う

で

℃

糊

i
l
l
i
t
-
-
i
l
i
-
-
i
i
i
l
l
i
t
-
-
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
l

L
Y訂
作

[

い

い

…

ぉ

月

1
2で
6
綴

践

を

越

え

ま

コ

バ

れ

一

日

目

訂

一

一

い

れ

わ

…

《

轟

島

畿

日

行

1
2
2ょ
っ

心

が

け

山

じ

い

]

事

寺

な

経

そ

の

中

で

認

で

の

議

会

で

す

ミ

み

今

更

生

後

金

事

重

起

き

ヲ

れ

し

そ

う

で

誉

も

ど

こ

か

同

議

警

為

鵜

夢

伐

バ

ラ

ン

ス

的

と

れ

た

奈

良

ん

喜

一

堂

で

カ

い

っ

ぱ

い

目

と

い

う

闘

に

思

い

思

い

に

つ

く

っ

た

タ

コ

的

へ

飛

ん

を

し

求

っ

た

~

ょ

う

で

し

た

e

梢

立

曜

欝

容

に

か

か

急

い

た

め

の

震

か

く

か

ん

で

食

べ

る

勉

制

F
-線
路

銘

怒

ら

の

心

一

割

付

治

、

つ

e

ど
め
て
ね
ん
い
り
な
う
が
い

z
y
e
e
a
，A
T
'
争
e
e
z
'
e
A
Y考会
V
A
W
A
Y写
会
V
A
v
a
'
a
v
A
V
A
γ
a
v
&
V
A
V
争
a
v
b
e

陪

i
a
a
a
m
m
E喝
iai

を
す
る
w

l-雪
印
-bjiEzl-i=
が
我
き
さ
に
と
守
絞
っ
て
い
ま
す
仏
糊

¥
l
l
j
f
i
jノ
凶

二

一

戸

外

品

て

深

呼

吸

摺

義

"

崎

一

寄

る

を

も

~

ヲ

す

〈

そ

こ

ま

で

畑

一

h

カドセ
L
L
f

を
す
る
α

官
室

d
m叫
坤
ι
け

が

料

引

い

い

ぶ

〆

何

日

凶

M

U

I
」

仔

下

や

勉

強

引

札

機

が

過

ぎ

、

機

的

う

え

で

は

む

り

時

1

1

川
を
す
る
よ
う
に
心
が
け

う

奉

で

す

が

、

こ

こ

紋

悶

賎

し

い

寒

佐

山

町

議

気

ね

な

っ

て

は

じ

め

て

健

続

的

ケ

る

α

手
総
い
て
い
ま
す
e

検

問

。

均

り

が

た

み

が

わ

か

っ

た

の

で

は

お

州

問

、

後

李

総

書

九

日

間

こ
的
脅
す
を
知
ら
な
い
ピ

T
ル

慨

判

そ

い

の

で

て

す

べ

て

の

術

誌

が

そ

怖

に

軽

い

構

内

会

産

婦

を

ハ

ウ

ス

円

中

は

、

森

を

通

り

絡

し

て

に

僻

う

で

す

が

、

設

設

か

か

り

ゃ

ず

い

カ

か

す

る

e

で
山
町

j
:

一
足
滅
び

ι拐
衰

の

畿

い

で

あ

ふ

れ

ず

一

昨

ゼ

も

げ

タ

主

〈

。

ひ

い

て

し

ま

っ

て

も

ひ

い

て

L
ま
っ
た
、
い
?
な

て

い

ま

す

。

護

辻

，

震

以

去

泣

か

お

で

は

お

そ

い

の

で

す

句

、

的

る

ベ

〈

卒

〈

震

の

葉

あ
0
・

い

ま

に

も

機

た

ち

が

擦

り

山

山

ス

問

滋

彩

、

カ

ゼ

炉

開

制

球

を

ふ

る

っ

て

引

い

を

受

け

、

開

思

い

き

っ

て

静

ム
ウ
山
惜

し

号

つ

な

中

で

、

甘

い

絞

り

合

滋

よ

ハ

酬

い

ま

す

。

ζ

的

ょ

、

ヮ

な

時

に

こ

そ

‘

制

緩

L
、
抽
出
的
人
に
池
袋
さ

a
品
開

わ
品
川
て
シ
ン
ピ
ジ
ュ

l
ム

ヲ

ン

〉

刷

特

に

判

明

い

草

Y
常

識

を

持

っ

て

、

せ

な

い

よ

ヲ

に

し

手

弘

、

三

AZOf.時年言a:¥'k.怒れがましい顔・頗.8員

今
聞
は
、
旧
制
制
作
品
、
出
筏
邦
子
に
ま
品
川
本
郊
に
拘
民
法
れ
て
い
た
波
平
長
十
品
川
芳

つ
わ
る
伝
制
品
、
寸
一
志
向
ぽ
州
側
」
、
「
胤
1ω
叫
が
ゐ
っ
た
、
禁
男
は
1
口u
却
型
一
丹
波
を

的
畑
地
乎
」
、
寸
森
山
人
勘
む
い
の
3
絡
を
行
く
と
一
平
山
ニ
と
で
あ
る
、
あ
る
時
主

娯
汁
し
ま
す
Q

人
急
出
刷
で
水
戸
に
↑
付
録
、
坤
リ
て

x
q
h

こ
昨
日
同
級
は
、
大
Z
L
H

川
和
小
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仲
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縫
い
に
絞
録
怒
れ
て
草
…
齢
制
川
崎
り
て
取
ゑ
で
あ
る
、
持
議
を

い
ま
す
。
務
省
は
、
ぷ
減
刑
地
小
文
阿
聞
い
門
計
る
に
仰
援
余
あ
っ
た
、
尚
一
時
間
人
終

に
校
総
し
て
い
た
新
潟
報
通
機
係
者
向
鰭
脚
に
待
き
命
汁
て
早
口
止
の
滋
が
と
称

寺
国
務
久
a

し
た
。

議
出
向
伝
説
ぶ
に
は
、
間
山
側
常
務

を
大
?
余
城
県
と
千
終
調
県
に
分
け
、

ilia奇
人
叫
零

i
i
l

名
勝
・
田
仲
悶
・
一
院
泌
が
2
6
0余
ワ
約
批
判
じ
と
公
う
人
辻
L
A
力
品
り
て
恒
人

せ
ら
れ
、
我
孫
子
前
向
に
ま
つ
わ
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あ
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主主代書嫁援のトラブルiこ弁済侯誌を

受け取り者拒否寄されf二ら供託を

①f資総者，:弁済{支払い)内

受け取うを拒否された@②f賞f藍

者が受け取り不可能{タトE器級行

令ど)o@f貴f義者問撃かはっきり

Lないa このよラ'"場合には、

鈴総研に供認しておけば、主在約

に支払勺たと仔Ilユ効果を生ヒ<'!

せる「供総彰I1吏Jが絞けられて

いますa

供託事鋭~í主総主誌です

供給所は各地内法務局およが

そ的支所、出事長誇?にありも{藷え

t1'ltの T世主総書こ必事悪事項を

記入L、言誌名線路向上、鉄総金

{支払い指さ請書貰}と一言聾に提出

します e

/留保被保険考経¥
¥5録更新の方へ/

昨年内書見10日から31日まで雲窓

際健機然検妓{華険者喜正の護書き換え

をlT令いましたが、いまだに卒者し

い後保険議萩(賛忽二質事者Lて

ない容があります。 1B被保険者喜正

{緑色)て。は受給できません命

獲さ換えを、されてない方は、

進ゑ市役所長詩深係的窓悶へおいで

下谷川

b鋒参，!l， (践的i珪{事険者lif(緑色}

後l!11覧室 ※閉経路役者一副主を紛うたL

た 11は fn安震のみ持参 L て下~い。

u必来年金書震}

/指名参加綴いの¥
¥広忠告， / 

ヨ話寺053年}主にき~j品子泌が発除す

る〕仁事、交付lT.tf約書五等グ)1轟入iこ

入手L務}]1をする11は、次めとおり

緩争入札事ihl資機申鶏舎を後i告し

て下さい。なお、申綴奮気長提出荷

は猪名目対象に含まれませんのて'

注君主して下きいa

惨事量付期!渇 2月28詩まで

"受付滋務総務総財政経管i持係

{廷をと水話電話喜係は、 ボ巡幸喜綾子寿喜望

庶務係へ}

惨E字綴望書椅式 市街5主総3':

b総定申告書筆書用紙 2月28詩まで、

我イ晶子市総長ill告発m旦tf本i註務者
に怒j意Lてあります， 1語s500f守色

(提守護主主主)

/移動殴悪事録寧¥
1 愛称、募集 j 

我孫子事にも市丹移動開審自主導主

が走ることに主どりま Lた。子信託の

皆ちんに殺される医務員古車となる

よう愛総を募集いたします。ハガ

キで応募して下怠いs

~，島幸率先 教育委長余社会教育様

子辰巳
経蛍や労務、税務知識の教i次会

ど長誉会誌丹織常に役立つ e法人会・

に持者入しませんか。 j全戸法人会て“

I!松戸総務草署管内的 4千的法人が

会震と企勺てiEしい税務知識の向

tュ、総務行政や貌然に対する要媛、

主空気将兵申的ほか、金紫綬常的主著

書ij裁について研究、 j昔話事、総裁、

隊隊など守面広いt話量hをITってい'"
す。法人で、まだ総人されてない

方はぜひ加入して下きいe

げ土)松戸主主人会我孫子支部

ft 82-3131 

綴ります 裁って下さい
タ十E号で専門分野的勉強lrlなが

ら包日経理事事件殺害専i査室主として後命

を採し得る青年努女i之、滋寺内止二

教育械励金がま是供替札ます e

歩教事奪事事助金の車整額 α決学総課
程奨学金②大学謀総奨学金。

毒事門的諮{綾補助金 ②教飾奨学金

③クャ ナリズム奨学余

易総助金筏?貰旅焚、 1ヵ年内殺

害事賀、 生活費、 主義草壁一切

診申込期総 2月末畏まで。

b申込・伺い合せ我孫子ロ タ

リークラブ幹事活弁務重量

時 (84)2131 

9長石7九五〉
紗1'1時 3丹呂田 10時スタート

h砂場高時 事費総台中炎公総務

参対象小学校4年以上丹市内言語

段、夜まきの者

~参刻重量 200PJ(傷害軽係書量otむ}

小中学設は100f司

b申込・問い合せ 浅井係官88-

8610 (f~孫子陸上童書技協会)

/渇~t会球場体θ年目F者会
¥i参泌募集
器3年成機窓会主車場徐昌利脱者会

場却1希望護チ…ム{構内我t主在勤者
問機袋詰によるチ…ムのみ〉は、チ

ーム登録線紙北チ…ム編成を明記

し事紛幸運5000fせを添えて 2月求時

までは登録して下さい@

1>申込先鈴木正勝宮路一3527

φ一一〉参期総 ① 2月25俊一26関 電話3
月118 -12日

券会場中央技能普n発センター綴
盟実技場

争業員 各室耳ども25*'

b揮を務泰寺 問。OP号
P申泌・際い合せ 中炎技能軽揮発

センタ 滋導課 千華麗前六万芦T27

4 ft0434 (22) 2224 語道工議}

*ベピ叩ベッド #ベビーダン

ス 業主畢入浴自総連事 須佐ホット

カ叩ラ--I!ツト *草書麹様

家パスかャワー 場 01.友人罪事

権家内湾l'ベリ合

本島幸呈車F話予告書いす 本手供用菌

戦率(12-16インチ*うば車

*警審議ミシン *こE畿F轄ミシν
*幼児用ブラン:;，

連絡は盟82-1151内線233

f綴@盤議ふじい銭から 1万将。

H喜善毒マザ叩スホーム{ひまわ η

密)に次丹方々から書害、{ずがありま

したe

記事緩禽キク事選{的tIJ1-28-18) 

から 5方向@ライオンズクラブ

から 2万汚@サム之島幼児随後

{下ヶ持100-11)から5000f号。

惨主主持流器華華会事主主草子予言一問機か

ら恋人擦をまセ〆タ…に金_.-童守的務

付がありま 1たe

争重量E昌利告発縁(総長奇村9-220)

から耳巨みびこ保育詰震にオルガン内

務付がありまし た。

--ーェ一一~九
/翼馬長ご
/一一一一一~ご¥
令宇華道i自 (.x.;詫}採幾索令
参月日 2月19日{日)際天中止

惨集会 ~tj詩絞改札口 午前9時

&明るい話題
JW紅
，1>を士会摘もt笠f韓遣事金へと次的方々
から寄付がありました。

。(争奪}京総家具センター (111島義

佼総)様から107i内重量我孫子遼投

機会機から307i湾総高高野出小学校

PTA様から 17i内@淑北小学教

PTA微から 37if弓ゆおかめ本勝

機{話再1，t;チャリティ一死上金}か

ら8万5902問。

炉t士会協祉事裁へとZえの方々から

害事付、番手婚があ 1)ました。

@我喜草子フォーククラブ縁(ごヨン

サ…ト耳主主主金〉 から 2万842f1l.

。若主事長出稔盟国{中野久)緩からs
万湾総生熊発行線{若松140… B)

から 57if1l@験島交i車様から7365

f1l@鼠楽様から湯のみ茶わん100

か織罪事 2月238-3月 98

bえ轟高丹 市役所内選挙管理事寄終会参

湖北支Wro 布{主支持号。

'"時務 午詰言8持30分一午後5持

ただL、土E露目的午後政tf時総自

は、湾北、布伎の各支所では行な

い乏せん。

員長 ζ丹名簿は、 1丹1悶寝苦:で有

資然者的中議北緯づき言理主最Lたも

めです。この選挙人名簿に詰i現加

登録斜度がありませんので、期間

中!こ登銭を確かめて下さい。こめ

名簿は 3月31日口減定します。

{最軽量草委践金}

昭和52~皮母子要員niJ老議、\
入学・就職税金/

験対象f母子霧車蓮 3月 1a現在者賞
係子市に手証役し繋Ft-に主主まきする母

子家経

ー炉支給総 5000f号

b入学‘車走車車気〉入学 小学校

中学校・語道校{品械学校合td@

就戦 中学校卒業後続斡ずる児議室

惨事込 3丹6日まで滋祉事務所

砂防い合せ f話絞事務所役会保

間 (82)1151 内線248

告竺~öjCUl~)
b日時 2月18務、25問、3丹4日

11拐、18自の 5lill午後1時制分~

砂場所 中央公民主主

..テーマ j!i制定係干狩検地時授など

争定員 35名{受議料i主総事j)

1>申込 2月16日から君臨書苦で市史

袋詰きちん家へ 官 (84)沌61
ノ …一一 四即叩句-醐側聞恥、

議 決会
小規模工場経営

..担時 2丹18日〔土)午後宮持

3時30分

..議員時 再選工会結

が鋳宮内容小録後立場的経営的

あり克f

参ま曹締 中小企業言号機士中村tu炎
Oi草ヱ様}

1>1'1時 2 1126諮 午両立10時~

..会場金子卓球場晋82…3394

，..会重量 10001ヰ

句史刊、1"'1寺終わ'lP子会}

@お知らせ@ 符がん築関檎訟の

申Lihみはま註主要になりまし た的で

締め明9ました。(保世主語塾}
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人線機藤相談
行政綴鱗

φ夜祭善 意汚21日(fn

⑩主講義語 蔚 f主 5定 員持

テレホンサービス
皆既緩をかけることはよ k

市内議義務等がわかります。

平日は 1題倒的護主務、日曜・

休日に誌、 日程義・休日き話番喜重

がわかります。 (24将潟可能)

306 



…ーん、そんなのあるの商~3!í控除

一一一こどもが生まれた，

く常生・勤労学ゑ捻i奈が23TJ円
はやければ，王手めに還る

課税課市民税保(82)1151内鰐諒一…持制こ・・， 3月15日までです。

か災・海難・
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澄
ん
で
、
絞
り
の
な
い
'
令
ヲ
総
人
し
て
下
第
3
綴
必
然
綴
緩
や
命
以
上
を
3

R

O
次
的
よ
ヲ
な
刷
明
会
、

品
憾
な
〈
総
務
緩
に
お
尋
ね
下
き
い
e

き

い

。

日

日

ま

rに
絞
め
て
い
た
だ
く
去
、
後
れ
ば
税
金
が
滋
っ
て
k

時

議

喜

や

ら

捻

出

さ

れ

た

夏

、

問

刺

繍

は

自

主

Z
Z延
納
が
で
き
ま
山
寝
泊
珍
重
し
た

η

人

霊

域

住

民

税

五

号

機

は

繍

蹴

慨

は

主

」

や

7

ン
Y

ヨ
ン

あ

れ

れ

{

内

務

い

方

は

住

振

替

一

綿

一

概

で

仁

詩

吟

γ

制

内

総

ヘ

市

役

所

理

時

総

議

窓

百

)

の

申

告

{

楳

一

線

資

控

除

)

が
必
要
で
す
。
謀
総
務
総
制
怖
を
利
用
さ
れ
て
い
る
カ
は
、

か
ね
て
ご
建
奇
襲

ω室
長
品
開

崩
事
他
一
川
淑
附
晶
化
的
に
銭
授
制
緩
怒
れ
れ
ま
す
の
で
、
約
一
臨

時
弘

a

:

;

付
闘
に
悶
料
品
ザ
ヲ
関
川
金
を
し
て
お
い
て
下
き

議
く
と
き
泣
い
。
な
お
本
年
は
緩
誉
総
税
期
納
付
殺
を

謀
議
定
喜
吉
学
長
り
し
た
も
相
提
出
す
る
必
援
は
あ
り
ま
せ
ん
。

の
を
お
縫
い
下
号
、
経
家
主
ロ
の
周
韻
続
税
は
抑
制
鯵
納
税
が
緩
科
で
す
。
援

祭
食
堂
芯
‘
税
務
署
で
お
夙
最
議
絞
め
申
込
み
は
税
務
署
、
銀
行
、

合F

い

よ

い

よ

喜

三

時

期

に

な

ワ

乏

し

す

。

似

た

夏

、

襲

警

申

告

を

し

た

農

業

収

入

か

ら

わ
ん
。
統
合
品
川
端
的
最
も
大
切
な
射
線
件
¥
申
管
内
受
付
け
及
び
約
訟
は
、
税
務
と
み
な
き
れ
ま
す
の
で
、
申
告
の
必
惜
別

い
ろ
い
ろ
主
事
業
喜
う
た
め
に
議
カ
レ
ン
ダ
ー
円
と
お
り
事
政
外
で
が
あ
り
ま
せ
ん
a
)

差

し

引

か

れ

る

な

も

の

て

寸

砂

棄

の

み

ま

ん

一

人

も

行

い

ま

す

。

業

苦

委

譲

し

霊

長

い

方

、

さ

誌

に

つ

い

控

除

証

制

明

書

A

人
的
納
税
で
明
る
い
住
み
よ
い
街
を
ま
す
の
ぞ
、
機
嫌
η
内
会
場
を
ご
利
用
て
も
、
中
後
終
的
機
山
叫
に
よ
っ
て
、
回
出
山
山
水
線
災
努
滅
終
秘
校
時
陣
共
済
組
合

つ
〈
り
ま
し

??e

下
冬
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
C

胤
内
総
綴
然
険
制
問
h
y
p
O
穂
内
証
明
を
交
付
内
総
明
ぺ

す
る
録
的
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
め

ω燦
業
扇
一
盗
致
車
車
検
ま
た
は
約
制
例

市

が

行

う

妻

、

市

嘉

義

務

長

住

民

説

の

ゆ

袋

一

諮

ら

ず

申

告

書

請

し

て

E
ぺ

通

知

貫

用

は

、

開

家

主

題

欲

望

交

付

を

提

出

し

な

け

れ

前

年

皇

官

級

雪

よ

り

申

告

一

舎

を

雪

地

変

議

選

数

土

地

改

良

均

等

警

あ

り

ま

ず

が

、

会

ん

と

ば

な

ら

な

い

入

量

L
ま
し
た
が
、
仲
間
義
的
申
事
宮
警
た
ど
し
手
書
土
地
改
良

い

っ

て

も

地

与

殺

が

大

き

な

説

会

を

ト

出

が

総

か

な

い

人

は

、

夜

議

会

場

へ

お

ニ

奴

に

つ

い

て

は

不

宍

め
て
い
ま
す
3

崎
地
方
税
は
み
な
各
ん
に
閥
的
和
日
同
年
1
R円
I
g蕊
窓
本
市
此
燃
し
に
な
る
か
、
軍
部
悶
令
ど
で
線
税
制
州
市
出
小
ι枠
組
廿
控
除
地
主
へ
の
小
伶
料
支

魚
怨
し
て
い
た
だ
〈
ち
な
す
が
、
そ
往
し
、
前
年
中
{
襲
撃
)
に
所
得
民
税
同
開
に
ど
浮
絡
下
怒
れ
誌
、
住
民
税
払
い
襲
得
。
患
の
援
護
霊
在

的
中
で
ゆ
ふ
と
な
る
的
が
色
決
税
で
す
令
の
あ
っ
た
入
。
〈
た
だ
し
、
絵
争
所
得
的
取
点
絡
を
然
滋
い
た
し
ま
す
a

な
お
、
明
湾

Z
開
月
浦
野
か
ら
3
月
お
5
ま
で
の
ー
だ
け
的
人
で
、
勤
務
先
ず
」
つ
日
結
晶
4

支
払
申
合
後
に
必
察
官
官
面
棋
を
記
胡
制
す
る
時
は
、
切
燥
機
附
倒
的
絡
投
晶
体
昨
年
中
に
バ
イ
…
苦

カ
丹
問
問
に
仲
間
民
訴
の
他
、
続
得
税
1

務
総
辞
滋
が
相
持
出
し
て
あ
る
か
、
ま
と
は
‘
申
骨
量
詩
的
手
引
き
告
よ
く
絞
ん
で
下
会
ン
グ
1
・

回

縫

融

問

な

ど

の

隣

人

告

し

均

一

晃

業
税
な
ど
の
皇
室
し
て
い
た
ど
き
ま
所
得
税
丹
市
慾
正
串
出
家
財
主
税
務
壌
は
緩
い
ロ
人
は
、
修
人
一
説
明
滋
総
収
嫌
。
「

L

と書
る鞠

iiiii !待望i

務
し
て
下
さ
い
。

談
業
雲
註
つ
い
て
は
、
議

問
年
中
に
交
払
っ
た
川
間
総
数
を

あ
ら
か
じ
め
削
別
殺
し
て
下
さ
い
。

山
間
然
命
総
険
料
陥
世
絵
R

支
払
証
明

幾
山
間
小
議
採
企
業
共
滅
後
金
簿
一
被
脳
中

小
筑
後
食
殺
共
必
濃
淡
開
叫
に
支

払
っ
た
、
州
刑
1
滋
共
済
相
究
約
の

凶
併
殺
お
よ
び
心
身
者
数
受
共
滋

制
制
度
に
も
と
づ
〈
支
払
念
的
絞

明
書
。

〈
還
に
も
筆
関
係
丹
記
事
を
掲

終
し
て
い
ま
す
e
)
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一一んそんなのあるの喜硝控除

こどもが生まれた，扶養控徐

く学生・勤労学i生捻徐が23万円
一ーはやければ，王手めに遜る還付申告

課税課市畏税{系(8計1151内議器3一一一必早めに・ 3月15日までですむ

会主災・淡幾'

<~むして，殺でた住まい

てい主でも，該おします配偶者控除一一一一

い者の費用

しよう

2
月
間

か
ら
3
月間同

液晶刊
m
M
都
分
姑
贈
与
校
内
申
後
と
総
説
明
」
内
線
倒
的
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
必
刊
笈
土
帥
地
区
回
開
設
税
務
畿
の
た
め

は
、
昭
和
総
草
堂
均
1
日
か
ら
3
月
刊
同
る
方
的
住
民
然
的
写
し
(
穣
機
由
民
榔
離
の
の
土
織
率
的
筒
取
り
証
明
券
」

日
ま
で
に
。
紛
議
州
地
内
市
野
授
か
ら
、
譲
渡
の
日
か
桜
狩
港
住
宅
地
球
総
務
業
の
た
め
‘
ゑ

ら
2
ヶ
月
後
に
発
行
き
れ
た
も
の
。
)
撃
を
綴
渡
し
事
令
。

問
問
結
成
年
中
に
、
強
入
か
ら
船
十

nm門
出
紋
間
市
等
に
よ
り
資
産
を
議
減
し
た
議
「
特
泌
総
宅
総
造
成
事
業
努
め
た
め

合

鍛

え

る

叫

市

選

令

も

ら

っ

た

方

は

、

総

合

。

内

土

地

等

的

良

川

帆

り

絞

明

容

」

与

税

丹

市

努

詩

的

提

出

会

約

制

慨

を

、

昭

市

総

閣

総

明

書

摺

線

総

保

有

向
A
n緩
伎
の
た
め
、
農
柏
崎

g
Z月
1
5
2月
刊
日
ゑ
で
信
審
議
を
取
得
し
た
こ
と
を
平
等
毒
液
し
た
場
合
。

は
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
る
轡
帽
柑
へ
援
総
務
総
本
家
た
詩
抄
本
〉
「
農
地
係
官
刊
の
会
議
化
等
に
醐
附
す
る

納
税
制
閉
が
5
万
円
を
紛
え
て
い
て
、
切
出
桝
哨
博
幅
聞
紙
的
見
掛
制
緩
め
泳
紳
助
申
議
申
首
都
叫
明
惜
H
L

一
時
に
約
め
る
こ
と
が
療
機
な
場
合
は
、
川
市
当
公
共
感
議
問
期
資
援
の
開
貝
取
り
等
内

日
和
以
内
で
都
験
線
約
が
認
め
・
句
れ
ま
申
山
口
事
託
明
議
L

及
び
「
公
共
事
業
綴
資
そ
町
娘
、
交
換
、
特
定
的
~
帯
数
総
資

す
の
で
、
総
務
署
に
お
雪
下
さ
い
。
滅
的
関
絞
り
ま
設
建
ι

臨
滋
賀
塗
実
務
総
内
装
に
つ
い
て

期
待
定
太
地
区
間
関
前
宜
務
事
掛
端
的
た
め
に
、
は
、
戦
綴
織
留
ま
た
は
同
制
緩
織
に
お
四
時
ね

十
一
絵
等
を
議
悼
惜
し
た
場
合
。
下
さ
い
。

擁

護

所

詩

に
つ
い
て

…
一
一
期
市
内
「
一
撃
申
事
談

一
…
…
所
」
間
開
設

一
一
一
幾
市
で
は
、
税
務
カ
レ

一
…
一
ン
ダ
1
抑
止
お
う
、
機
出
品

一
一
一
皇
ロ
相
談
合
山
行
い
ま
す
@

一
一
」
翁
凶
は
士
市
内
戦
闘
の
ほ
か
、

議

襲

著

書

担

当

官

が

錨
同
室
し
て
い
ま
す
の
で
、

叫
泌
1

ぜ
ひ
、
ご
利
用
問
下
谷
い

都
W

出
税
制
窓
会
的
無
料
相
制
緩

晶

g
H

小
気
綴
な
卒
業
所
得
巻

伊
仇
の
た
め
に
、
税
務
カ
レ
ン

ν』
F
i的
と
お
り
務
総
剛
後

九
志
向
無
料
輸
棄
を
一
開
設
し
‘

告
は
一
時
的
事
告

事

当

日

は

、

襲

五

先

生

が

建
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ
〈

融
鯵
臨
こ
と
じ
な
っ
て
い
ま
?
の

1

4

で
、
明
H
V
ご
利
潟
下
さ
い
。

三

品

組

耕

一
一
一

g
R
L
-
μ

町

一

一

剥

U
3

一

…

一

&

必

富

一

一

一

説

今

一

一

一

路

例

日議議場告四人
害警色素事告白人

青
色
申
俸
を
す
る
と

税
金
は
こ
ん
な
に
安
く
な
り
該
す

附
哨
籾
町
出
年
分
譲
液
所
得
的
申
品
目
と
納

税
は
、
際
結
m
M
年
2
丹
羽
拐
か
ら
3
月

回
目
ま
で
お
・

0
重

喜

と

は

事

ま

し

い

喜

の

で

E人
が
、
扱
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
呼
ん
℃
い
ま
す

e

2

4

2

2
す
の
で
噌
鎗
警

所
得
税
は
、
納
税
務
が
密
分
で
所
得
…
人
で
も
多
く
な
る
よ
う
に
、
紺
時
間
的
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
は
、
静
一
泌
め
針
の
決
緩
や
綴
営
内
合
理
化
、
あ
る
い

総
和
問
脳
部
中
に
譲
渡
滋
変
り
あ
っ
た
を
計
蒸
し
て
、
そ
め
紙
偽
に
対
?
る
税
取
引
を
総
緩
し
、
そ
の
一
執
務
に
よ
っ
て
税
務
官
区
務
し
て
、
資
い
色
町
申
合
。
努
色
中
管
内
で
き
る
人
は
は
務
殺
の
臨
時
間
慌
に
時
阿
波
つ
こ
と
に
な
り

品

、

襲

撃

2

月

習

か

ら

a
R
金
を
納
め
て
申
高
税
制
緩
い
を
と
正
し
く
棄
を
計
算
す
る
人
言
、
税
欝
奇
襲
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
な
っ
務
符
合
し
て
い
る
入
、
撃
を
営
ん
宇
治
三
上
皇
単
偽
装
民
認
め

日
日
ま
で
に
、
鋭
的
紛
得
と
と
も
に
磁
勺
て
い
ま
す
。
金
を
経
〈
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
一
有
利
刊
な
て
い
ま
す
φ

こ
れ
を
「
膏
愈
申
品
問
い
と
で
い
る
入
、
総
代
、
考
貸
付
棋
入
門
あ
る
ら
れ
な
い
柑
も
の
終
曲
叫
が
あ
り
ま
す
が
、

筆

書

金

銭

山

叫

し

て

悲

し

な

行

れ

人

な

ど

な

ら

、

だ

れ

で

も

「

音

色

忠

F

み
な
さ
ん
が
多
〈
請
さ
れ
て
い
る
内

ば

な

り

ま

せ

ん

。

町

中

な

枕

P
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
は
、
次
め
よ
う
な
も
の
で
す
。

所
得
税
の
雲
南
仏
堂
、
「
一
般

削
刷
い
と
吋
分
縫
課
税
凶
刷
い
が
あ
り
ま
す
。

土
地
や
機
船
内
主
先
っ
た
人
的
談
後
申

怨
言
、
ぷ
制
裁
税
揃
い
を
後
回
刷
し

ま
す
の
で
、
必
ず
確
め
て
か
ら
提
出
し

て
下
き
い
会

な
お

1m滅
的
努
に
つ
い
て
再
し
お
絡

ね
い
も
あ
わ
せ
て
磯
山
山
し
て
下
き
い
。

端
情
柑
械
が
次
的
よ
う
な
場
合
に
は
、
「
所

得
税
毒
事
総
茅
に
適
用
条
交
を

泌
総
し
、
か
っ
、
必
換
な
絞
明
書
を
、

「
磁
波
内
鮮
の
お
尋
ね
ん
に
添
付
の
う

え
提
出
し
宮
下
容
い
。

間
随
分
的
υ

怯
ん
で
い
た
務
捻
岡
市
資
蕊
全

議
悼
惜
し
た
鳩
合
e

25315人

号襲撃義所得の革審色申告著者数のj量移{企図}

S舎か万人

100-

60-会

260-

200が

160・

各

言~。
青
色
申
会
合
す
る
以
培
め
雪
色
専
従
者
紛
争

こ
れ
か
ら
膏
鼠
援
要
は
と
め
る
人
犠
縁
者
と
生
一
訴
を
共
に
し
て
い
る
警

は
、
総
務
綴
に
「
青
色
申
常
的
求
総
申
や
げ
同
機
以
ょ
の
線
族
で
唱
も
っ
ぱ
ら
そ

警

L

を
、
費
税
率
を
し
よ
う
と
す
の
事
長
雷
撃
し
て
い
る
人
に
ま
つ

る
年
内
向
4
月
間
M
Eま
で
〈
新
た
に
事
裁
た
総
与
は
、
全
日
制
必
彩
絵
師
聞
に
な
り
ま

を
開
問
拾
し
た
等
の
場
合
同
伸
、
開
始
的
日
す
。

か
ら
2
ヶ
月
以
内
)
に
提
出
し
て
下
会

い

。

め

禅

師

色

申

告

投

除

幽
同
紙
は
税
務
婆
に
用
意
し
て
あ
り
ま
督
Mm臨
ふ
口
を
し
て
い
る
人
は
、
一
律

す

。

に

四

方

向

が

必

後

経

費

に

上

高

熱

惜

し

て

、

特
別
に
控
除
怖
さ
れ
ま
す
。

。
務
総
申
告
拡
安
剖
刊
で
す
た
だ
し
、
次
に
説
明
す
る
叶
み
な
し

毎
日
向
税
制
引
を
一
止
織
に
甲
山
師
慨
す
る
ニ
法
人
緩
総
L

を
遜
岬
仇
し
た
場
合
は
、
こ

と
に
よ
っ
て
、
総
食
品
引
い
状
態
が
よ
く
わ
め
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ωみ
な

し

法

人

務

制

怖

く

こ

と

が

で

き

ま

?

峨

続
叫
昨
か
ら
楽
業
金
相
相
前
慨
を
山
間
除
し
て
ま
た
‘
総
年
も
育
稔
地
地
闘
を
し
て
い

残
額
は
法
人
と
関
門
と
よ
う
な
銀
総
だ
法
る
人
は
、
閣
情
失
問
闘
を
前
年
的
所
得
か
ら

を
一
受
け
る
「
み
な
し
法
人
課
税
」
め
か
後
品
開
し
、
阪
口
納
付
し
て
い
る
線
部
分

後
令
滋
伏
す
る
ニ
と
が
で
急
ま
す
。
り
尚
批
昨
続
的
還
付
を
殺
げ
る
こ
と
も
で

事
業
家
内
線
的
酬
額
は
、
議
終
的
綴
扱
き
ま
す
。

や
裁
措
問
、
収
載
の
状
況
に
照
ら
し
て
、
。
記
相
慨
は
僚
出
ゆ
で
す

ふ
Mmc
わ
し
い
緩
で
為
る
こ
ど
が
必
要
で
ね
術
開
戦
時
方
法

ι品
、
次
の
よ
う
な
る

す

。

の

が

あ

り

ま

す

。

ぬ
箆
凡
簿
料
品
口
よ
る
も
の

め

凝

回

開

制

引

当

一

金

め

級

制

明

簿

記

ιよ
る
も
の

年
末
的
胤
刊
胤
間
金
や
臨
月
μ
刊
品
燃
の
部
%
命
説
愛
犬
帥
附
易
簿
記
に
よ
る
も
の

(
金
旧
制
業
は
日
制
%
)
ま
で
の
綴
を
終
削
例
刻
印
年
4
悶
門
的
後
後
改
布
に
よ
っ
て
す

喝
後
と
し
て
‘
必
線
終
蛸
践
に
す
る
こ
と
べ
て
の
脊
色
申
管
品
鴨
川
炉
、
②
内
係
易
機

が

を

診

ま

す

。

問

叫

に

よ

る

総

後

で

よ

い

こ

と

に

な

り

ま

し
た
e

と
勺
わ
け
青
色
申
恥
怒
ら
す
る
年
・

命

総

絡

変

動

機

織

命

令

続

々

年

分

的

9

街
国
内
金
績
が
3
0
0
W
M

主
義
口
聞
な
ど
の
た
な
露
皇
内
以
下
の
人
誌
‘
ゅ
の
警
義
副
議

%
(
終
浴
移
忠
告
ぎ
ま
で
抑
制
制
を
、
記
に
よ
る
こ
と
が
で
き
、
一
蹴
滋
単
に

綴
絡
変
動
堪
翁
殺
と
し
て
必
要
経
焚
口
な
り
ま
し
た
。

ナ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
匂
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。
初
め
て
で
お
担
恨
の
仕
方
が
わ
か
ら
な

め
ぬ
援
矢
内
総
線
し
終
日
開
し
い
方
に
は
、
後
級
制
緩
で
い
つ
で
も
ご
抑
制

議
金
所
得
な
ど
に
械
情
宍
が
お
た
と
き
、
伐
に
昨
仰
と
て
お
り
ま
す
か
ら
、
お
気
綴

そ
の
…
扱
炎
畿
を
期
四
年
以
隊
3
年
総
に
わ
に
お
い
で
下
さ
い
@

た
っ
て
、
婦
問
中
執
お
年
の
所
得
か
ら
綴
引

に
い
掛
入
し
て
い
る
山
々
に
つ
い
て
は
、

終
滋
本
略
尽
に
我
綿
子
市
潟
工
会
鈴

H

い
お
い
セ
総
緩
指
導
や
税
務
総
山
闘
を

行
っ
て
い
ま
す
。

家
た
、
会
副
照
的
綾
臨
時
に
は
、
ー
絵

…
一
戸
資
総
だ
よ
り
し
ゃ

d
N品
品
川
三

i

ス
」
描
?
で
、
統
知
識
の
海
上
を
は
か

つ
て
お
り
、
吋
税
の
し
る
べ
ι
」
脅
総

必
携

i¥
「
多
格
式
綴
端
汐
等
内
無

料
配
術
脅
し
て
お
り
ま
す
。

殺
孫
子
務
総
階
資
金
に
初
入
内
申

込
み
は
、
我
孫
ま
巾
期
間
ぶ
A

設
で
い
つ

で
も
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
各
地
筏
口
投
路
子
青
色
申

こ
れ
か
ら
高
認
を
絡
め
る
方
、
ま
僚
会
的
支
調
印
が
ゐ
り
、
交
制
闘
で
も
加

た
す
で
に
湖
絡
を
し
て
い
て
務
総
申
入
的
交
付
告
し
て
い
ま
す
。

管
を
始
め
る
ガ
は
、
こ
内
機
会
に
滋
お
問
問
い
合
せ
は
、
我
時
時
半
脅
総
出
叩

狩
終
孫
子
脊
ぷ
也
市
胤
W
A
敢
に
お
入
き
れ
券
会
ま
で
。

T
悲
し
〈
8
2
)
4
3

る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
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